
雄の翅
はね

の表は濃黄色，雌は淡黄白色のシロチョウで，本州には広く分布する

が，九州では生息地は局限され，個体数も極めて少ない。クロウメモドキ科の

植物を食草とし，山地の渓流沿いや林縁に生息する。６月下旬に発生し，成虫

で越冬する。県内では，高地のくじゅう山群と祖母山に限られ，1950年代に採

集されている。その後，記録は途絶えたが，1986年に祖母山で採集された。

（写真･文：三宅　武）

スジボソヤマキチョウ
Gonepteryx aspasia niphonica

チョウ目　シロチョウ科

カテゴリー

大分県　IB
環境庁　掲載なし

県内分布 九重町，久住町，竹田市
分 布 域 本州，四国，九州（熊本？・大分・宮崎)
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188




